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「関わり合う力」の育成に向けた 

児童生徒の主体的・対話的で深い学びの充実 
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図２ 単元構成を考える視点

１ 研究の視点 

はじめに，子供たちは，情報化やグローバル化な

ど急激な社会的変化の中でも，未来の創り手となる

ために必要な資質・能力を確実に身に付けることが

求められている。また，これからの時代に求められ

る資質・能力を，社会に開かれた教育課程により育

成していくことが重要である。 

これらの観点から，学校教育目標の実現のために，

理科の学習を通じて育成を目指す資質・能力の明確

化と育成するための学びの過程について理科授業の

改善と充実を図っていく必要がある。 

本研究では，研究協力員が所属する山都町立清和

小学校の学校教育目標とめざす児童像及び理科にお

ける児童の実態を基に，協力員との協議を通じて，

育成すべき資質・能力を「関わり合う力～地域の自

然と関わり，問いを見出し考える力～」と設定した。

これは，学習過程の中で地域の人や自然に関わりな

がら自ら問いを持ち，学びを深めていく児童の姿を

示したものである。 

また，各関連を踏まえた構想図（図１）を基に設

定した資質・能力の育成を目指し，主体的・対話的

で深い学びを実現するため，３つの視点と関連付け

て研究を行った。 

図１ 理科の共同研究構想図（小・中） 

 

(1) 視点１「学びを引き出す」について 

～文脈を伴った単元を通して解決する課題（問題）

設定～ 

児童生徒の学びを引き出すためには，身の回りの

自然の事物・現象に対して，いかに知的好奇心を持

たせるかが大切である。同時に，その関わりから得

た気付きと疑問をいかに課題として設定するかが鍵

といえる。課題設定においては，学習内容との関連

を考えて，地域性のある課題を設定し，単元全体に

関わり，意味のあるものになるよう工夫を行う。 

特に，地域の人的・物的な資源を有効活用し教材

として取り入れ，児童生徒の当事者意識と主体性を

高めつつ，より社会（地域）との関わりを実感させ

る学びを引き出す。単純に地域素材の活用に留まる

ことなく，現在そして未来へと繋がる時間的つなが

りにも意味を持たせたい。（図２）また，探究的な学

習過程を通じて，単なる小単元で得られた知識や技

能の習得にとどまらず，既知の知識や経験を関連付

けたり，児童生徒

の思考の連続性

を促したりする

など，学びの質を

高めながら解決

されるような文

脈を伴った課題

設定をねらいとする。 

(2) 視点２「学びを振り返る」について 

～「関わり合う力」の視点を取り入れた指導計画の

作成と，振り返りにつながる思考シートの開発～ 

 文脈を伴った単元を通して解決する課題（問題）

と育成すべき力との関連を，指導計画に記載し，そ

れぞれ関わりを見通せるようにする。（表１） 
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図２ 毎時間の振り返りが
一目で分かる思考シート

児童生徒においては，学習内容だけなく単元を通

して解決する課題との関わりを意識させ，実感を伴

った学びの獲得のために，振り返りの機会を設ける。

特に，ワークシートにおいては，概念図を作成させ

たりするなど，仮説検証のために，記述だけでなく

図示する欄を設けたり思考の可視化を行うことにす

る。振り返り欄においては，本時の学習に対してだ

けでなく，単元を通して解決する課題に関連するこ

とについても振り返らせる。また，毎時間の振り返

りが一目で分かる

思考シート（図２）

を開発し，単元の

終わりに関係をま

とめそれぞれの学

びを体系化させる

ことにする。 

(3)視点３「学びを支える」について 

児童・生徒一人一人の理解や参加及び活用を保障

するために，効果的な ICT の活用を行う。また，生

徒の思考の流れを大切にし，単元構成を見直し全体

を通じて，児童生徒の思考が連続する問いなどの工

夫を行う。 

また，地域の素材や人材及び施設などを積極的に

活用しながら，可能な限り実物に触れ，身近な自然

事象を実感できるような場面設置を行い，学びの深

まりを支えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 単元を通して解決する課題と研究との関連
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２ 研究の実際 

検証１ 小学校第４学年 

単元名 「星の明るさや色」 

(1) 本単元の授業設計 

① 授業設計の方向 

 本単元は，第３学年「太陽のうごきと地面のよう

すをしらべよう」の学習を受け，「地球」について

の基本的な見方や概念を柱とした内容のうち「地球

の周辺」にかかわるものであり，第６学年「月と太

陽」の学習につながるものである。学習指導要領解

説理科編では，「Ｂ生命・地球（４）月と星」に「イ 

空には，明るさや色の違う星があること」，特に「月

や星を観察し，月の位置と星の明るさや色及び位置

を調べ，月や星の特徴や動きについての考えをもつ

ことができるようにする。」とある。 

星について興味・関心をもって追究する活動（観

察等）を通して，星にはいくつかの明るく輝く星や

明るさの違う星が散らばっていること，青白い色の

星や赤い色の星など色の違いがあることをとらえる

ようにすることがねらいである。 

 社会に開かれた教育課程の開発という課題から本

単元の指導内容と地域の実情を結びつける授業設計

の工夫を試行するために，本地域には天文台が設置

されているという特色を活用した。清和地区は，県

内で星を観測する最適な場所であり，そのための条

件があることと，星についての学習を関連づけて指

導を行う。そのことが地域のよさを再認識すること

につながり，さらには地域に開かれた学校教育の実

現となると考える。 

 

② 本単元の目標と指導計画 

 単元構成を，まず教科書の指導計画にあることを

最初に学習した後に，地域の特色と結びつけた学習

を展開するように構成する。 

 指導にあたっては，児童が興味・関心を持って主

体的に追求する活動，自分の考えと違う考えに触れ

たり，そのことで考えを深めたりする活動となるよ

うな学習にしたいと考え，指導計画を工夫した。 

単元の目標 

月や星を観察し，月の位置と星の明るさや色及

び位置を調べ，月や星の特徴や動きについての

考えをもつことができるようにする｡ 

イ 空には，明るさや色の違う星があること。

 

単元計画 

 

 

 

 

 評 価 規 準 

自然事象へ

の関心・意

欲・態度 

①月や星の位置の変化，星の明るさや色に興味・関心を持ち，

進んで月や星の特徴や動きを調べようとしている。 

②月や夜空に輝く星から自然の美しさを感じ，観察しようと

している。 

科学的な思

考・表現 

①月や星の位置の変化と時間や，星の明るさや色を関係付け

て，それらについて予想や仮説をもち，表現している。 

②月や星の位置の変化と時間を関係付けて考察し，自分の考

えを表現している。 

観察・実験

の技能 

①必要な器具を適切に操作し，月や星を観察している。 

②地上の目印や方位などを使って月や星の位置を調べ，その

過程や結果を記録している。 

自然事象に

ついての知

識・理解 

①月は日によって形が変わって見え，1日のうちでも時刻に

よって位置が変わることを理解している。 

②空には，明るさや色の違う星があることを理解している。

③星の集まりは，1日のうちでも時刻によって，並び方は変

わらないが，位置が変わることを理解している。 

時 学 習 活 動 研 究 の 視 点 

１

○数種類の星の写真を見て，気づいたこと

を出し合うことで，星にはいろいろな明る

さや色があることに気づく。 

○清和地区に天文台ができた理由を知る。 

【学びを振り返る】 

○自分たちが住む地域の自然や暮ら

しと学習を結び付けて考えるように

させる。（地域素材の教材化） 

２
○星の観察の方法を知る。（観察の記録の

仕方や星座早見の使い方） 

 

３

○清和地区で見える星と他の地域で見える

星の見え方の違いを知る。 

○見え方の違いがなぜなのかを考える。 

【学びを引き出す】 

○清和地区と他の地域との星空の見

え方の違いから，問題を発見し，見

え方の違いが何と関係しているのか

という課題の解決を通して，地域と

の結びつきを強める。（ズレの顕在

化） 

４

○見え方が違う理由をたしかめる方法を考

える。 

【学びを引き出す】 

○課題に対する自分の考えを持たせ，

考えの根拠を生活体験等に求めるこ

とを促すことによって課題を焦点化

する。（検証実験の計画・立案） 

５

○自分たちで考えた方法でたしかめる。 【学びを振り返る】 

○他者との協議による考えの変容が

分かるようにする。（モデル実験と

対話） 

６

○清和で星がきれいに見える理由を知る。 

○星の美しさや楽しさについての話を聞く。

（地域人材の活用） 

【学びを振り返る】 

○ゲストティーチャーとの対話を通

して，自分たちの学びを価値付けた

り，地域に対する見方の変容を自覚

したりする。（ゲストティーチャー

による意味づけ） 

７

○星について学習したことをリーフレット

にまとめる。 

【学びを振り返る】 

○地域との関わりを意識しながら学

習を振り返り，リーフレットを作成

することで，「関わり合う力」の育

成を目指す。 

単元を通して解決する課題： 

清和は本当に星がきれいに見えるのだろうか。
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(2) 指導の実際 

① 視点１について 【学びを引き出す】 

 指導計画３時間目の学習課題を「清和で星がきれ

いに見えるのはどうしてだろうか。」と提示した。

児童の課題に対する初めの予想は，「星に近いから

（13 人）」「自然が豊かだから（５人）」「夜にな

ると真っ暗になるから（３人）」であった。 

 そのように考えた理由は，「（小さい頃から清和

地区は土地（標高）が高いと聞かされていることか

ら）星までの距離が近くなるから星が見えやすいだ

ろう。」「清和は自然が豊かで緑が多く空気がきれ

いなところだから，星が見えやすい。」「周りが明

るいとその光が星を見えにくくする。映画館で部屋

が暗い方がよく見えることと同じ。」など，過去に

聞いた話や今までの体験と結びつけて考えを高める

様子が見られた。 

 その後の４時間目では，「そのことをどうやれば

確かめることができるだろうか。」というさらなる

課題提示により，自分の予想を確かめるという明確

な目的を持った検証実験計画を立てる活動が展開さ

れた。 

 児童はお互い考えた実験方法を出し合う中で，周

りの明るさや空気の状態を変えるなど，条件を変え

て星の見え方の違いを調べる実験計画を立てること

ができた。星との距離の関係については，２つの地

域から星までの距離の差をどの程度にすればよいか

悩んだが，「階段の下と上とで見え方が変わるか？」

という子どもの発想による方法で確かめる計画を立

てていた。 

 

② 視点２について 【学びを振り返る】 

 指導計画５時間目では，学習課題である「清和で

星がきれいに見えるのはどうしてだろうか。」につ

いて検証した。本時は「星がきれいに見えるのは，

周りの明るさ，空気のきれいさ，星までの距離のど

れが関係しているのだろうか。」という問いを提示

した。この時点での児童の予想は「周りの明るさ（14

人）」「空気のきれいさ（４人）」「星までの距離

（３人）」であった。検証実験は児童が考えた方法

で行うが，見え方の違いを全ての児童に実感させる

ために，一斉に同じ実験をおこなうようにした。 

 周りの明るさとの関係を確かめる実験（図１）で

は，自作の星座投影機を使い，理科室を暗くしたと

きと明るくしたときの

投影された星の見え方

の違いを調べていた。

部屋の電灯をつけると

明るい星は見えるが，

暗い星は見えなくなる

ことを実感することが

できた。 

 空気のきれいさとの

関係を確かめる実験

（図２）では，容器を

通して見た星座の見

え方と，容器内に線

香の煙をためた時の

見え方の違いを調べ

ていた。線香の煙が

たまると星が見えに

くくなることを実感

することができた。 

 指導計画６時間目では，地域による星の見え方の

違う写真を提供していただいた元清和高原天文台長

にＧＴとして授業に参加いただいた。児童が見え方

の違いについて調べた結果を伝えることにより，自

分たちの学びを振り返ることができた。関連して，

星の見え方の違いの原因として「光害」についての

説明を聞くことで，「周りの光との関係」を学ぶこ

とができた。 

 一連の学習活動では，授業の振り返りとして「星

に関する自分の考えの高まり」「友だちとの意見交

流を通して自分の考えの深まり」等を自己評価する

ための学習シートの工夫を行った。 

 

③ 視点３について 【学びを支える】 

 指導計画６時間目のＧＴによる「光害」について

の説明や星の紹介では ICT を活用して，美しい星空

の様子を見せることができた。星に対する児童の興

味・関心がさらに高まった。 

 

(3) 検証結果と考察 

 本単元の学習前と学習後のアンケートの結果の比

較は以下のとおりである。（Ｎ＝21） 

図１ 周りの明るさとの関係を調べる

図２ 空気のきれいさとの関係を調べる
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（１：そう思わない  ２：あまりそう思わない 

３：まあまあそう思う  ４：そう思う） 

 

 この結果から，問いを見出したり考えたりする力

について，子どもたち自身が実感している様子がう

かがえる。これは，実験方法や実験の結果から課題

と結びつけて考えさせる場面で，グループで協議す

る場面を設定したことで，児童同士が協働的に解決

したり，考えを深めたりした結果であろうと思われ

る。また，振り返りについては，ワークシーや板書

の工夫による毎時間の振り返りだけでなく，ゲスト

ティーチャーによる学びの価値付けやリーフレット

作りをとおした振り返りを行った。このことが，子

どもたちにとって，充実感につながったのではない

かと考える。 

 一方，下のグラフからわかるように，「理科学習

の有用性」や「既習経験の活用」の項目については，

若干低下が見られた。これは，これまでの生活経験

や既習事項とのズレ（矛盾）から問題を設定したこ

とによるものと考えられる。自然事象に対する驚き

と理科学習の有用性との関連については，今後の研

究で，さらに深く追求する必要があると考える。ま

た同時に，学習したことを生活に生かしていく経験

や，その経験を学びとして自覚することが必要であ

ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 また，この学習を終えて作成したリーフレットに

は，「清和で星がきれいに見える理由が分かり，清

和のよさを１つ知ることができました。星がきれい

に見える清和をもっと好きになりました。」「皆さ

んも星を観察してみて，星の美しさを感じてみませ

んか。」とあり，地域の良さを実感し，地域のよさ

を守り広げていこうとする子どもの思いが感じられ

る。このことから，子どもたちが，この学習をとお

して地域との関わりを意識しつつあることがうかが

える。 

 今後，「関わり合う力」として定着するためには，

他教科との教科横断的な取組を行うとともに，社会

に開かれた教育課程を一層推進していく必要があ

る。 

0.00 2.00 4.00

課題解決に向けた工夫

他者との協議による解決

他者との協議による考えの深まり

理科で得た知識の汎用

理科の授業での振り返りの充実

事後 事前

図３ 向上が見られたアンケート結果 

既習経験の活用

理科学習の有用性

事後 事前

図４ 低下が見られたアンケート結果 


